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2紀州農語り 2

高
品
質
な
イ
チ
ゴ
作
り
に

夫
婦
で
取
り
組
む
！

【
イ
チ
ゴ
】

イチゴ13ａ、イチゴ苗7ａ、

水稲160ａ、その他野菜などを、

奥さんと栽培しています。

日高川町船津

龍
たつ

田
た

　雅
まさ

人
と

さん（57才）



3 紀州農語り

雅
人
さ
ん
の
栽
培
す
る
イ
チ
ゴ
は
、
県
オ

リ
ジ
ナ
ル
品
種『
ま
り
ひ
め
』を
中
心
に
、『
さ

ち
の
か
』も
栽
培
し
て
い
ま
す
。『
ま
り
ひ
め
』

は
、『
章
姫
』
と
『
さ
ち
の
か
』
の
交
配
種
。

実
が
大
き
く
て
、
色
づ
き
が
良
く
、
ま
ろ
や

か
で
食
べ
や
す
い
人
気
の
品
種
で
す
。

32
年
前
か
ら
イ
チ
ゴ
苗
を
栽
培
し
て
い
ま

し
た
が
、
13
年
ほ
ど
前
、
知
人
を
介
し
て
7

ａ
分
の
ハ
ウ
ス
を
借
り
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
、
イ
チ
ゴ
の
実
の
栽
培
を
開
始
し
ま
し
た
。

イ
チ
ゴ
は
、
A
コ
ー
プ
か
わ
べ
産
直
コ
ー

ナ
ー
や
、
中
津
の
産
品
所
に
も
出
品
し
て
い

ま
す
。

イ
チ
ゴ
作
り
は
、
親
株（
苗
）を
育
て
る
と

こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
1
月
に
定
植

し
、
毎
日
適
度
に
潅
水
し
ま
す
。
イ
チ
ゴ
は

病
害
虫
に
弱
い
た
め
、
３
月
頃
か
ら
、
1
週

間
に
一
度
は
防
除
を
行
い
ま
す
。
9
月
末
頃

に
な
る
と
、
育
っ
た
苗
を
本
圃
に
定
植
し
ま

す
。
花
が
咲
く
と
ミ
ツ
バ
チ
を
入
れ
て
受
粉

を
助
け
、
大
き
い
実
を
作
る
た
め
に
摘
花

（
果
）作
業
を
行
う
等
、
収
穫
の
と
き
ま
で
一

時
も
気
を
抜
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

実
が
付
き
始
め
る
と
減
農
薬
栽
培
に
心
掛
け

て
い
ま
す
。
花
が
咲
い
て
収
穫
ま
で
に
か
か

る
期
間
は
、
冬
場
で
約
40
～
50
日
、
春
は
30

日
前
後
。「
ゆ
っ
く
り
熟
し
て
、
お
い
し
く

な
る
」
と
雅
人
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

今
年
は
暖
冬
の
影
響
で
生
育
ス
ピ
ー
ド
が

速
く
な
り
、
例
年
よ
り
10
日
ほ
ど
早
く
、
12

月
中
旬
か
ら
収
穫
が
始
ま
り
ま
し
た
。
例
年

よ
り
も
小
ぶ
り
な
実
が
多
か
っ
た
と
振
り
返

り
ま
す
。
収
穫
は
、
5
月
の
連
休
頃
ま
で
続

き
ま
す
。

数
あ
る
作
業
の
中
で
も
、
時
間
が
か
か
り

慎
重
に
行
う
の
は
、
イ
チ
ゴ
の
パ
ッ
ク
詰
め

と
の
こ
と
で
す
。
イ
チ
ゴ
は
デ
リ
ケ
ー
ト
な

た
め
、
特
に
丁
寧
に
行
い
ま
す
。

ま
た
今
年
は
、
実
の
痛
み
を
防
ぐ
こ
と
等

を
目
的
に
、
圃
場
の
黒
マ
ル
チ
の
上
に
白
い

緩
衝
材
を
敷
き
ま
し
た
。「
試
験
的
に
一
部
に

敷
い
て
み
た
が
、
良
い
結
果
が
出
れ
ば
次
年

度
以
降
も
取
り
入
れ
た
い
」と
、高
品
質
な
イ

チ
ゴ
栽
培
の
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

雅
人
さ
ん
は
、
丹
精
込
め
て
育
て
、
真
っ

赤
に
実
っ
た
イ
チ
ゴ
を
収
穫
す
る
と
き
、
一

番
や
り
が
い
を
感
じ
る
と
話
し
ま
す
。
産
直

コ
ー
ナ
ー
等
に
出
品
す
る
と
、
午
前
中
で
売

り
切
れ
て
し
ま
う
人
気
ぶ
り
。
待
っ
て
く
れ

て
い
る
お
客
様
が
い
る
こ
と
が
嬉
し
い
と
微

笑
み
ま
す
。
産
直
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
一
緒
に

栽
培
に
取
り
組
む
奥
さ
ん
の
悦
子
さ
ん
が
作

っ
た
イ
チ
ゴ
ジ
ャ
ム
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
、「
温
度
差
や
日
照
時
間
な
ど
、
天

候
で
生
育
状
況
は
変
わ
る
が
、『
ま
り
ひ
め
』

は
実
が
大
き
く
育
ち
、
味
も
良
い
。
こ
れ
か

ら
も
夫
婦
仲
良
く
、
作
り
続
け
た
い
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。
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4特　集

フラワーアレンジ教室
卒業式を彩る！

3月、旅立ちの季節。
新しい環境へ飛び立つ子ども達へのお祝いの気持ち、
自分達の暮らすまちが花の産地であることを誇りに思ってほしいとの願いを込めて…

Ｊ
Ａ
紀
州
女
性
会
が
取
り
組
む
、
小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
フ
ラ
ワ

ー
ア
レ
ン
ジ
教
室
。
こ
の
取
り
組
み
は
15
年
ほ
ど
前
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
は
Ｊ
Ａ
紀
州
管
内
で
生
産
す
る
花
を
使
用
し
、

卒
業
式
の
式
場
に
飾
り
ま
す
。
卒
業
生
が
作
っ
て
家
族
に
贈
っ
た
り
、

在
校
生
が
作
っ
て
卒
業
生
に
贈
っ
た
り
…
と
、
各
校
で
様
々
で
す
。

女
性
会
か
わ
べ
ブ
ロ
ッ
ク
の
玉
置
絹
子
さ
ん
が
講
師
と
な
り
、
各
地

区
の
女
性
会
員
も
子
ど
も
達
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。

教
室
の
前
に
は
、
Ｊ
Ａ
職
員
が
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
に
使
用
す
る
花
に

つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
全
国
一
の
生
産
量
を
誇
る
ス
タ
ー
チ
ス
を
は

じ
め
、
管
内
で
生
産
し
て
い
る
カ
ス
ミ
ソ
ウ
、
ガ
ー
ベ
ラ
、
カ
ー
ネ
ー

シ
ョ
ン
、
ス
ィ
ー
ト
ピ
ー
。
そ
れ
ぞ
れ
の
花
の
特
徴
や
花
言
葉
な
ど
を

紹
介
し
、「
女
性
会
の
皆
さ
ん
が
丁
寧
に
教
え
て
く
れ
ま
す
の
で
、
ゆ
っ

く
り
と
花
と
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
ん
で
下
さ
い
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

早蘇中学校 2 年生　14 人

川原河小学校　14 人

塩屋小学校　　6 人
みんな、きれいに出来ました！

花 言 葉
スターチス…「変わらぬ心」
カスミソウ…「清らかな心」
ガーベラ……………「希望」
カーネーション…「情熱」
スィートピー…「門出」

など



5 特　集

青
年
部
み
な
べ
い
な
み
支

部
で
は
、
清
川
小
学
校
4
～

6
年
生
28
人
を
対
象
に
、
フ

ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
教
室
を
開

き
ま
し
た
。
印
南
町
の
野
村

典
子
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、

ス
タ
ー
チ
ス
、
ス
ィ
ー
ト
ピ

ー
な
ど
を
使
っ
た
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
作
り
に
挑
戦
し
ま
し

た
。
青
年
部
員
4
人
が
、
お

手
伝
い
を
し
ま
し
た
。

寒川小学校　　16 人

丹生中学校 2 年生　16 人

笠松小学校　　16 人

大成中学校 3 年生　79 人

中津小学校5，6年生　39人

清川小学校　　28 人

たくさんの女性会員
が子ども達をお手伝
いします！

ドーム型で華やかな
アレンジメント♪

和歌山放送ラジオ、
テレビ和歌山の
取材が入りました。



6トピックス

『梅パワーのひみつ』発刊！

全国の小学校、
図書館へ寄贈 !
漫画で梅の機能性、
歴史を紹介

同協議会は、梅産業の発達・活性化のため、

JA、行政が連携し、昨年 4 月に発足。『梅パワー

のひみつ』の配布とともに、全国の小学校に食

育出前授業の案内を送付しました。応募を取り

まとめ、産地から講師を派遣し、梅についての

授業を行う予定です。梅ジュース、梅ごはん作

りなど、体験を交えて梅への理解を深めてもら

いたいと考えています。また、学校給食に梅干

しを取り入れてもらうため、梅干しの提供も行

う予定です。

3 月 22 日、JA 紀 州、JA 紀 南、 み

なべ町、田辺市で構成する梅食育普及

促進協議会は、梅食育本『梅パワーの

ひみつ』の発刊を発表しました。3 月

28 日には、みなべ町、田辺市の代表小

学校で、本の贈呈式を行いました。

同協議会の会長を務める当 JA の久保秀夫組合長

は「核家族化が進み日本の食文化の継承が危ぶまれ

ている。子どもたちがこの本を読んで梅の歴史や機

能性を理解し、大人になっても梅を食べて欲しい。

本の製作を通じて、産地の私たちも、梅は昔から日

本人に愛され続けているのだと再認識することがで

きた」と述べました。

▲『梅パワーのひみつ』

▲贈呈式（南部小学校）

▲『梅パワーのひみつ』をPRする各代表ら

梅食育本

トピックス   JA kishu 2016 TOPIX
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2 月 24・26 日、JA 紀州マスコットキャラクターの『きぃぽん』が、

管内の幼稚園、保育園 6 園を訪問し、園児らが 1 年間かけて集めて

くれたペットボトルのキャップを回収しました。

当 JA では、NPO 法人エコキャップ推進協会のペットボトル

キャップ回収運動に賛同、協力しています。回収したキャップはリ

サイクル工場に買い取られ、世界中の子ども達のワクチンを購入す

る費用等に充てられています。JA 職員がそれらについて説明し、「こ

れからも、世界の子供たちを救うために、キャップを集めてくださ

いね」と呼びかけました。最後に、園児

らはきぃぽんと記念撮影を楽しみまし

た。

エコキャップ運動
「世界の子ども達にワクチンを」

3 月 4 日、女性を対象とした野菜栽培講習と農機の操作体験ができる『女

性教室』を和歌山県農業大学校就職支援センターで開きました。（日高振興

局、井関農機㈱、㈱丸山製作所共催）

農業や家庭菜園をしている女性を支援し、地域農業を活発にすることが

目的です。今年で 2 回目の教室には、JA 女性会員を含む管内の女性 48 人

が参加しました。

野菜作りの基礎となる土作りについて講習会を行った後、体験圃場で班に

分かれて、順番にトラクター、管理機、耕運機の操作に挑戦しました。

お楽しみ抽選会では、井関農機㈱提供のオリジナルダウンベスト等がプレ

ゼントされました。

農業女性を支援！
野菜栽培講習、農機体験『女性教室』を開催

▲きぃぽんにキャップを渡してくれました

▲ひとりずつ、管理機や耕運機操作にチャレンジ

▲JA営農指導員が土作りについて講習

▲井関農機（株）の職員サポートでトラクターを操作体験

▲園児らと記念撮影▲JA職員から説明
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3 月 28 日、女性大学『ヴィーナス』は、最後の講座

＂ステキな女性にイメージチェンジ！メイクヘアアレンジ＂

と、閉講式を行いました。

ヘアメイク・グルーヴの芝田晃さんを講師に招き、メイ

クやヘアアレンジの方法を学びました。巻き髪のコツやポ

イントメイクの方法など、質疑応答を交えながら、熱心に

耳を傾けていました。

閉講式では、受講生に卒業証書と記念品を手渡しました。

3 月 24 日、女性会（平井正子会長、田中正子副会長、赤坂幸子副会長）と

JA 職員２人が福島県郡山市の仮設住宅集会場「おだがいさまセンター」を訪

問しました。東日本大震災の被害を受け、仮設住宅で暮らす方々に元気を届け

ようと始まった被災地支援は、今年で 3 回目です。

今回は、JA 紀州のミニトマト『優糖星』900 パックを、3 つの自治会（南

1 丁目、富田、緑ヶ丘地区）に提供し、「こんなに美味しいミニトマト初めて

食べました」との声をいただきました。また、印南町出身歌手のにしゆきさん

にご協力いただき、ミニコンサートを開催。仮設住宅に暮らす方々と一緒に歌

い、交流しました。

女性会　福島県仮設住宅を訪問！
和歌山から元気を届けました

輝く女性に！
女性大学『ヴィーナス』第1期生卒業！

▲仮設住宅で暮らす方々と談笑する平井会長ら（写真左端）

▲卒業証書を授与

▲にしゆきさん（写真左）のミニコンサート

▲閉講式の様子

▲講師のお手本を見る受講生ら

▲�田中副会長（写真左）と赤坂副会長（同中央）
からミニトマト『優糖星』を贈呈
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2 月23 日、日高支店で、強盗が店舗に押し入ったことを

想定した防犯訓練を実施しました。（御坊警察署・県金融

機関防犯対策協議会協力）

強盗が押し入った際には、お客様の安全の確保や緊急

通報の方法、犯人の特徴を覚えたり、逃亡する犯人を追

跡するなど、各

職員それぞれの

役割を再確認し

ました。

日高支店で
防犯訓練を実施

3 月 4 日、直売所利用会はアグリセンターみなべで、

夏野菜の栽培講習会を開きました。タキイ種苗株式会社

の飯橋氏を講師に招き、ナスやキュウリなどの栽培方法

を詳しく学びました。

直売所利用会
栽培講習会

3 月 14・15・17 日、全職員を対象とした研修を行い

ました。不祥事再発防止策、重複指摘事項解消運動、中

期 3 ヵ年計画について、確認しました。

不祥事再発防止策等を確認
全職員研修行う

　3 月 18 日、JA 共済の交通事故対策活動の一環として、

管内 37 小学校の平成 28 年度新入学児童 637 人に、反

射材付きレッスンバッグを寄贈しました。JA 共済は、児

童を交通事故から守り、安心して暮らせる地域社会への

貢献を目指しています。久保秀夫組合長は「暗いところ

でも目立つバッグなので、交通事故等に合わないよう、

活用して下さい」と話し、山本仁史南部小学校長は「交

通事故等が多いので、バッグを渡すことで子ども達に交

通安全について意識してもらえる」と感謝の言葉を述べ

ました。

共済部　
反射材つきレッスンバッグ寄贈

3 月 5 日、県内一斉クリーンウォークが実施され、JA

紀州管内でも、女性会員、JA 職員など総勢約 650 人が

参加し、JA 各支店の周辺道路、線路沿い、浜辺、かわべ

天文公園などを掃除しました。

また女性会員

が炊き出しを行

い、参加者の皆

さんに豚汁や梅

干し入りのおに

ぎりを振る舞い

ました。

女性会
県内一斉クリーンウォーク　
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10あぐりガイド

　
（�

オ
レ
ン
ジ
の
幼
虫
が
出
て
き
た
と

き
に
散
布
す
る
）
薬
害
注
意

か
い
よ
う
病
に
つ
い
て　

マ
イ
シ
ン
剤
の
効
力
は
7
日
間
程
度

と
短
い
た
め
、
降
雨
前
の
散
布
を
心
掛

け
て
下
さ
い
。
ま
た
、
か
い
よ
う
病
の

防
除
で
最
も
効
果
の
高
い
の
は
、
防
風

ネ
ッ
ト
や
防
風
垣
の
設
置
で
す
。

ハ
ダ
ニ
多
発
園

ニ
ッ
ソ
ラ
ン
水
和
剤　

3,000
倍
（
収
穫

7
日
前
）
を
手
散
布
で
葉
裏
に
か
か
る

よ
う
に
散
布
し
て
下
さ
い
。

ハ
ダ
ニ
は
抵
抗
性
が
つ
き
や
す
い
た

め
、
多
発
園
以
外
は
で
き
る
だ
け
散
布

し
な
い
で
下
さ
い
。

ホ
ウ
素
供
給

4
月
上
旬
～
5
月
上
旬
ま
で
、
と
し

て
葉
面
散
布
剤
（
プ
ラ
ム
エ
ー
ス
・
ヨ

ー
ヒ
Ｂ
５
）
800
倍
を
数
回
散
布
し
ま
し

ょ
う
。

�

ス
カ
シ
バ
コ
ン
Ｌ
設
置
40
本
～
100
本

　

／
10
ａ
（
4
月
下
旬
～
5
月
上
旬
）

近
年
設
置
数
が
減
少
し
、
少
し
ず
つ

コ
ス
カ
シ
バ
の
被
害
が
出
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
以
上
被
害
を
拡
大
さ
せ
な
い

あ り

ド

ぐ

イガ

梅
園
管
理
に
つ
い
て

4
月
は
防
除
期
で
す
。

農
薬
の
使
用
基
準
は
厳
守
し
、
農
薬

散
布
後
は
防
除
歴
の
入
力
を
必
ず
実
施

し
て
下
さ
い
。

幼
果
期
（
4
月
中
旬
）

・
か
い
よ
う
病

　

マ
イ
コ
シ
ー
ル
ド　
　
　
　

1,500
倍

（
21
日
前
／
4
回
）

・
黒
星
病

　

ペ
ン
コ
ゼ
ブ
フ
ロ
ア
ブ
ル　

1,000
倍

（
21
日
前
／
3
回
）

　
　

又
は

た
め
に
も
、
必
ず
ス
カ
シ
バ
コ
ン
を
設

置
し
て
下
さ
い
。（
地
域
全
体
で
取
り

組
む
こ
と
が
、
最
も
効
果
的
で
す
）

県
う
め
研
究
所
・
Ｊ
Ａ
で
は
、
平
成

21
年
よ
り
試
験
を
実
施
し
、
防
除
効
果

も
確
認
し
て
い
ま
す
。

10
ａ
あ
た
り
50
本
を
厳
守
し
、
地
域

全
体
で
コ
ス
カ
シ
バ
か
ら
梅
産
地
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

薬
害
に
つ
い
て

梅
は
単
用
散
布
で
も
品
種
・
散
布
時

の
気
温
・
天
候
・
果
実
の
熟
度
等
に
よ

り
薬
害
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

実
肥
の
施
用
（
時
期
：
4
月
上
旬
）

（
10
ａ
あ
た
り
2
ｔ
園
）

推
奨
型

・
南
高
タ
ブ
レ
ッ
ト
（
8
―
5
―
7
）

　
　
　
　
　

10
ａ
あ
た
り
6
袋

・
フ
ル
パ
ワ
ー （
7
―
6
―
4
）

10
ａ
あ
た
り
6
袋

省
力
型

・
ぴ
か
い
ち
配
合
（
12
―
6
―
8
）

10
ａ
あ
た
り  

7
袋
（
実
肥
＋
礼
肥
）

・
梅
一
発
（
14
―
12
―
14
）

　

10
ａ
あ
た
り
18
袋
（
年
間
1
回
型
）

＊�

施
肥
量
は
、
結
実
量
・
樹
勢
を
見
て

調
整
し
て
下
さ
い
。

　

水
和
硫
黄
剤　
　
　
　
　
　

 

500
倍

－
／
－
（
薬
斑
注
意
）

肥
大
期
（
4
月
下
旬
～
5
月
上
中
旬
）

　
（
小
梅
等
、
収
穫
前
日
数
注
意
）

・
か
い
よ
う
病

　

マ
イ
コ
シ
ー
ル
ド　
　
　

 　

1,500
倍

（
21
日
前
／
4
回
）

・
黒
星
病
・
す
す
斑
病

　

ス
コ
ア
顆
粒
水
和
剤　
　

3,000
倍

（
前
日
／
3
回
）

　
　

又
は

　

オ
ー
ソ
サ
イ
ド
水
和
剤　
　

 

800
倍

（
21
日
前
／
3
回
）（
薬
斑
注
意
）

＊�

オ
ー
ソ
サ
イ
ド
水
和
剤
は
白
い
薬
斑

が
残
る
た
め
、
青
梅
出
荷
園
で
は
、

ス
カ
ッ
シ
ュ　

2,000
倍
を
加
用
し
ま
し

ょ
う
。

＊�

黒
点
症
・
油
あ
げ
症
が
多
い
園
は
、

ア
ビ
オ
ン
Ｅ　

1,000
倍
を
加
用
し
ま
し

ょ
う
。（
薬
斑
注
意
）

�

ウ
メ
シ
ロ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
の
防
除
に
つ

い
て

　

4
月
中
下
旬
頃

　

ア
プ
ロ
ー
ド
フ
ロ
ア
ブ
ル　

1,000
倍

（
7
日
前
／
2
回
）

　

5
月
上
旬
頃

　

ス
プ
ラ
サ
イ
ド
乳
剤　
　
　

1,500
倍

（
14
日
前
／
２
回
）

う 

め
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柑
橘
類

苗
木
の
管
理

　

定
植
後
の
苗
木
が
発
芽
し
、
新
梢
が

伸
び
始
め
た
ら
、
主
枝
に
な
る
枝
を
2

～
3
本
決
め
て
支
柱
で
固
定
し
ま
す
。

ま
た
、
先
端
は
外
芽
の
強
い
位
置
で
切

り
返
し
て
下
さ
い
。
土
壌
が
乾
燥
し
て

き
た
ら
潅
水
し
て
下
さ
い
。

　

同
時
に
、
新
芽
に
つ
く
害
虫
の
防
除

に
努
め
て
下
さ
い
。

開
花
期
及
び
病
害
虫
防
除

　

い
よ
い
よ
発
芽
及
び
開
花
期
を
迎

え
、
本
格
的
な
防
除
時
期
と
な
り
ま
し

た
。

　

今
年
も
温
州
み
か
ん
の
結
果
母
枝
数

は
、
園
地
や
樹
に
よ
っ
て
ば
ら
つ
き
が

あ
り
、
葉
が
黄
色
く
な
っ
て
樹
勢
が
低

下
し
て
い
る
園
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
の

で
、
防
除
の
際
は
チ
ッ
ソ
主
体
の
葉
面

散
布
剤
を
混
用
し
て
下
さ
い
。

　

ま
た
、
昨
年
は
長
雨
や
高
温
干
ば
つ

の
影
響
で
、
黒
点
病
と
チ
ャ
ノ
キ
イ
ロ

ア
ザ
ミ
ウ
マ
の
被
害
が
多
く
発
生
し
ま

し
た
の
で
、
適
期
防
除
に
努
め
て
下
さ

い
。

土
づ
く
り
作
業

　

土
壌
改
良
資
材
施
用
し
、
土
づ
く
り
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

特
に
秋
落
ち
田
や
収
穫
後
、
稲
稟
を
持
ち
出
さ
れ
た
方

は
、
必
ず
実
施
し
て
下
さ
い
。

施
用
例

◦
ア
グ
リ
ハ
ー
モ
ニ
ー
（
15
㎏
／
1
袋
）
4
袋
／
10
ａ

◦
だ
る
ま
く
ん　
　
　

  （
20
㎏
／
1
袋
）
5
袋
／
10
ａ

◦
米
太
郎　
　
　
　
　

  （
20
㎏
／
1
袋
）
7
袋
／
10
ａ

◦
ケ
イ
カ
ル　
　
　
　

  （
20
㎏
／
1
袋
）
7
袋
／
10
ａ

元
肥　

一
発
肥
料
施
用
（
例
）

◦
エ
ム
コ
ー
ト
7
︱
7
︱
7〔
17
︱
17
︱
17
〕（
20
㎏
／
1
袋
）

　

�

2
～
3
袋
／
10
ａ
（
キ
ヌ
ヒ
カ
リ
・
イ
ク
ヒ
カ
リ
）

◦
ハ
イ
エ
ム
コ
ー
ト
200
〔
22
︱
10
︱
10
〕（
15
㎏
／
1
袋
）

　

�

2
～
3
袋
／
10
ａ
（
キ
ヌ
ヒ
カ
リ
・
イ
ク
ヒ
カ
リ
）

追
肥
型
・
元
肥

◦
米
一
番
〔
12
︱
14
︱
12
〕（
20
㎏
／
1
袋
）

　

2
～
3
袋
／
10
ａ

（
キ
ヌ
ヒ
カ
リ
・
イ
ク
ヒ
カ
リ
・
日
本
晴
）

種
子
消
毒

◦
馬
鹿
苗
病　
　
　

テ
ク
リ
ー
ド
Ｃ
フ
ロ
ア
ブ
ル
200
倍

・
も
み
枯
細
菌
病　
（
浸
種
前
／
1
回
）

　
　

※�

馬
鹿
苗
病
に
は
ト
リ
フ
ミ
ン
乳
剤　

300
倍（
１
回
）

で
も
よ
い
。

温
州
み
か
ん

防除時期 対象病害虫 薬剤 倍数 使用基準 備考
4月中旬

（発芽1～2cm） そうか病 デランフロアブル 1,000 倍 30日前／3回以内 ―

5月上中旬
（開花期）

灰色カビ病 ファンタジスタ顆粒水溶剤 3,000 倍 14日前／5回以内

灰色カビ病の防除
にゲッター水和剤
1,500 倍 ( 開 花
期／ 5回以内 ) で
も良い

+
黒点病 ジマンダイセン水和剤 600 倍 30日前／4回以内

+
モスピラン顆粒水溶剤 3,000 倍 14日前／3回以内

訪花害虫 又は
アクタラ顆粒水溶剤 2,000 倍 14日前／3回以内

中
晩
柑
類

防除時期 対象病害虫 薬剤 倍数 使用基準 備考

5月上中旬
（開花期）

黒点病 ジマンダイセン水和剤 600 倍 90日前／4回以内 清見については灰
色カビ病の防除に
ファンタジスタ顆
粒水溶剤 3,000
倍 (14 日 /3 回以
内 )を散布する

+
モスピラン顆粒水溶剤 3,000 倍 14日前／3回以内

訪花害虫 又は
アクタラ顆粒水溶剤 2,000 倍 14日前／3回以内

5月下旬 かいよう病 ICボルドー66D 60 倍 ―／―

―(自己摘心後 ) 加用アビオンE 1,000 倍
+

訪花害虫 モスピラン顆粒水溶剤 3,000 倍 14日前／3回以内

防除薬剤

水 

稲
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野 

菜

●
ミ
ニ
ト
マ
ト

　
（
キ
ャ
ロ
ル
７
、
ア
イ
コ
）

栽
培
管
理

　

気
温
の
上
昇
と
と
も
に
、
生
育
や
着

色
ス
ピ
ー
ド
が
速
く
な
り
、
作
業
遅
れ

や
過
熟
果
、
軟
果
の
発
生
が
心
配
さ
れ

る
た
め
、適
期
収
穫
に
努
め
て
下
さ
い
。

ま
た
、
誘
引
や
摘
葉
、
収
穫
の
遅
れ
は

果
実
内
容
の
低
下
だ
け
で
は
な
く
、
草

勢
の
低
下
や
病
害
虫
の
発
生
の
原
因
と

な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
下
さ
い
。

　

さ
ら
に
草
勢
を
よ
く
観
察
し
、
最
後

ま
で
肥
料
切
れ
を
さ
せ
な
い
よ
う
施
肥

を
行
っ
て
下
さ
い
。
た
だ
し
、
草
勢
が

強
い
場
合
は
、
施
肥
量
や
施
肥
方
法
、

時
期
を
調
整
し
て
下
さ
い
。

　

高
温
に
よ
る
果
実
内
容
の
低
下
や
草

勢
の
低
下
を
防
ぐ
た
め
に
、
遮
光
ネ
ッ

ト
（
遮
熱
ネ
ッ
ト
）
の
被
覆
も
行
っ
て

下
さ
い
。

病
害
虫

・
黄
化
葉
巻
病

コ
ナ
ジ
ラ
ミ
の
発
生
し
て
い
る
場

合
、
直
ち
に
薬
剤
を
散
布
す
る
と
と
も

に
、
発
病
株
は
取
り
除
き
、
適
正
に
処

理
し
て
下
さ
い
。
ま
た
、
秋
に
黄
化
葉

巻
病
や
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
が
発
生
し
て
い
る

圃
場
で
は
、
再
発
が
心
配
さ
れ
ま
す
の

で
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

・
葉
か
び
病
・
う
ど
ん
こ
病

　

昨
年
度
と
比
べ
る
と
発
生
は
少
な
く

な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
、
気
温
の
上

昇
に
よ
り
増
加
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
適
度
な
換
気
や
こ
ま
め
な
摘
葉
、

予
防
的
な
薬
剤
散
布
を
行
っ
て
下
さ

い
。

交
配
作
業

　

6
月
末
で
収
穫
作
業
を
終
了
す
る
場

合
は
、
目
安
と
し
て
5
月
中
旬
頃
で
交

配
を
終
了
し
て
下
さ
い
。

交
配
後
の
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
処
理
に
つ
い
て

交
配
に
飼
養
し
た
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ

は
、
外
来
生
物
法
で
特
定
外
来
生
物
に

指
定
さ
れ
て
お
り
、
飼
養
や
取
り
扱
い

に
は
登
録
が
必
要
で
あ
る
と
と
も
に
、

厳
し
い
制
限
が
あ
り
ま
す
。
交
配
作
業

が
終
了
し
た
後
は
、
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
が

完
全
に
死
亡
す
る
ま
で
ハ
ウ
ス
内
で
巣

箱
ご
と
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
る
な
ど
、

確
実
に
殺
処
分
を
行
っ
て
下
さ
い
。

●
ピ
ー
マ
ン
、
ナ
ス

　

4
月
に
入
り
気
温
が
上
昇
す
る
に
つ

れ
、葉
か
ら
水
分
の
蒸
散
が
多
く
な
り
、

果
実
の
肥
大
が
早
ま
る
時
期
に
な
り
ま

す
の
で
潅
水
、
温
度
管
理
等
に
注
意
し

て
下
さ
い
。

　

ピ
ー
マ
ン
に
つ
い
て
は
、
尻
腐
れ
が

発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
の
で
、
特
に

注
意
し
て
下
さ
い
。

潅
水1

回
の
時
間
を
少
し
長
く
す
る
と
と

も
に
、
回
数
を
増
や
し
て
下
さ
い
。

排
水
の
良
い
圃
場
で
は
、
ハ
ウ
ス
内

の
湿
度
の
保
持
を
か
ね
て
、
畝
間
潅
水

を
行
っ
て
下
さ
い
。
特
に
ナ
ス
に
つ
い

て
は
、
水
分
が
必
要
で
根
が
強
い
の
で

畝
間
潅
水
を
行
っ
て
下
さ
い
。

ピ
ー
マ
ン
は
潅
水
不
足
や
液
肥
の
や

り
過
ぎ
は
尻
腐
れ
の
原
因
と
な
り
ま
す

の
で
気
を
つ
け
て
下
さ
い
。
ま
た
、
予

防
と
し
て
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
液
肥
（
10

ａ
当
た
り
2
ℓ
／
1
回
、月
2
～
3
回
）

施
用
し
て
下
さ
い
。
ま
た
、
カ
ル
シ
ウ

ム
の
葉
面
散
布
剤
を
す
る
こ
と
も
良
い

◦
シ
ン
ガ
レ
セ
ン
チ
ュ
ウ

　

ス
ミ
チ
オ
ン
乳
剤　

1,000
倍

（
播
種
前
／
1
回
）

＊
24
時
間
浸
漬
し
ま
し
ょ
う
。

＊�

種
も
み
消
毒
後
は
水
洗
い
し
な
い
で

下
さ
い
。

育
苗
時

◦
苗
立
枯
病

　

タ
チ
ガ
レ
ン
液
剤　

500
～
1,000
倍

0.5
ℓ
／
箱

（
播
種
時
及
び
発
芽
後
／
2
回
以
内
）

　
　
　
　

又
は

　

ダ
コ
ニ
ー
ル
１
０
０
０　

1,000
～
2,000
倍

　

1
ℓ
／
箱

　
（�

播
種
時
～
緑
化
期
但
し
播
種
14
日

後
ま
で
／
2
回
以
内
）

苗
箱
処
理

◦�

い
も
ち
病
、
ウ
ン
カ
病
、
コ
ブ
ノ
メ

イ
ガ
、
ツ
マ
グ
ロ
ヨ
コ
バ
イ
、
フ
タ

オ
ビ
コ
ヤ
ガ

　

ビ
ル
ダ
ー
フ
ェ
ル
テ
ラ
チ
ェ
ス
粒
剤

　

50
ｇ
／
箱

（
移
植
3
日
前
～
移
植
当
日
）

　
　

又
は

　

ツ
イ
ン
タ
ー
ボ
フ
ェ
ル
テ
ラ
粒
剤　

　

50
ｇ
／
箱

　
　
　
（
播
種
時
～
移
植
当
日
／
1
回
）

※�

定
植
の
残
り
苗
は
、
い
も
ち
病
多
発

の
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
早
急
に
処

分
し
て
下
さ
い
。
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で
し
ょ
う
。
あ
ま
り
多
く
し
過
ぎ
る
と

樹
を
し
め
ま
す
。

温
度
管
理

内
張
り
に
つ
い
て
は
、
3
重
目
を
ま

だ
外
し
て
い
な
い
方
は
外
し
て
、
2
重

目
に
つ
い
て
は
5
月
の
連
休
を
目
安
に

外
し
て
下
さ
い
。

換
気
に
つ
い
て
は
、
午
前
中
は
少
し

高
め
で
30
℃
ま
で
に
、
午
後
か
ら
は
25

℃
ま
で
に
管
理
し
て
下
さ
い
。

天
敵サ

イ
ド
、
谷
等
の
換
気
を
し
始
め
る

と
、
ハ
ウ
ス
外
か
ら
の
害
虫
の
飛
び
込

み
が
多
く
な
り
ま
す
の
で
、
天
敵
と
害

虫
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
注
意
深
く
見
な
が

ら
、
防
除
に
努
め
て
下
さ
い
。

●
露
地
ナ
ス

定
植定

植
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
の

で
、
地
温
確
保
の
た
め
に
マ
ル
チ
被
覆

を
早
め
に
行
っ
て
下
さ
い
。
ま
た
、
マ

ル
チ
の
被
覆
を
行
う
際
は
土
壌
が
湿
っ

た
状
態
で
行
っ
て
下
さ
い
。

定
植
時
に
植
穴
処
理
と
し
て
、
ア
ブ

ラ
ム
シ
、ミ
ナ
ミ
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
、

コ
ナ
ジ
ラ
ミ
予
防
で
ベ
ス
ト
ガ
ー
ド
粒

剤
2
ｇ
／
株
、
ハ
モ
グ
リ
バ
エ
類
、
ハ

ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ
の
予
防
で
プ
レ
バ
ソ
ン

フ
ロ
ア
ブ
ル
5
を
100
倍
、
25
㎖
／
株

（
鉢
）で
潅
注
し
て
下
さ
い
。

●
シ
シ
ト
ウ

ト
ン
ネ
ル
内
の
温
度
に
十
分
注
意
を

払
い
、
日
焼
け
症
状
等
を
発
生
さ
せ
な

い
よ
う
ト
ン
ネ
ル
の
開
閉
に
努
め
、
適

度
な
潅
水
も
行
っ
て
下
さ
い
。

初
期
の
実
は
変
形
・
短
果
実
が
多
い

の
で
、
初
期
か
ら
不
良
実
と
確
認
で
き

る
よ
う
で
あ
れ
ば
取
り
除
い
て
下
さ
い
。

ト
ン
ネ
ル
な
し
の
栽
培
で
は
定
植
時

期
で
す
。
天
候
の
良
い
日
を
確
認
し
、

浅
植
え
定
植
に
努
め
て
下
さ
い
。
定
植

後
は
、十
分
な
潅
水
を
行
っ
て
下
さ
い
。

●
キ
ュ
ウ
リ

夕
方
の
ハ
ウ
ス
内
の
温
度
が
、
18
℃

以
上
あ
っ
て
ハ
ウ
ス
を
閉
め
て
室
内
の

温
度
が
下
が
ら
な
い
時
に
は
、
か
っ
ぱ

ん
病
が
発
生
し
や
す
い
状
態
に
な
る
の

で
、
18
℃
以
下
の
温
度
を
目
安
に
ハ
ウ

ス
を
閉
め
て
下
さ
い
。

ま
た
、
菌
核
病
、
灰
色
カ
ビ
病
発
生

予
防
に
、
ヌ
カ
を
ハ
ウ
ス
内
の
谷
下
や

収
穫
作
業
で
通
ら
な
い
所
に
置
い
て
下

さ
い
。

潅
水
に
つ
い
て
は
、
天
候
ま
た
は
収

穫
量
に
応
じ
て
行
っ
て
下
さ
い
。

●
小
玉
ス
イ
カ

2
月
定
植
で
は
、
5
月
中
旬
よ
り
収

穫
出
荷
作
業
が
始
ま
り
ま
す
。

収
穫
期
ま
で
、草
勢
の
維
持
に
努
め
、

高
品
質
果
実
の
生
産
を
目
指
し
ま
し
ょ

う
。3

月
定
植
ト
ン
ネ
ル
で
は
、
一
斉
着

果
を
目
指
し
、
交
配
期
の
温
度
管
理
や

草
勢
管
理
な
ど
一
つ
一
つ
の
栽
培
管
理

を
き
っ
ち
り
と
行
い
ま
し
ょ
う
。

着
果
か
ら
初
期
肥
大
期
ま
で
の
管
理

に
つ
い
て
は
、
広
報
誌
ス
マ
イ
ル
ハ
ー

ト
3
月
号
を
ご
覧
下
さ
い
。

収
穫
期
の
管
理

・
草
勢
維
持
と
日
焼
け
果
対
策

日
中
、
ハ
ウ
ス
や
ト
ン
ネ
ル
内
は
高

温
と
な
り
ま
す
。
し
っ
か
り
と
換
気
を

取
り
、
草
勢
維
持
と
果
実
内
容
の
向
上

に
努
め
て
下
さ
い
。

草
勢
が
弱
り
や
果
皮
の
日
焼
け
が
心

配
さ
れ
る
場
合
は
、
収
穫
前
で
も
、
少

量
の
潅
水
を
行
い
草
勢
維
持
に
努
め
る

と
と
も
に
、
遮
光
ネ
ッ
ト
の
利
用
や
果

実
へ
ワ
ラ
等
を
被
せ
る
な
ど
、
日
焼
け

防
止
対
策
を
施
し
て
下
さ
い
。

・
葉
巻
た
ん
そ（
や
せ
い
ら
）対
策

毎
年
、
葉
巻
た
ん
そ
が
発
生
す
る
圃

場
で
は
、
予
防
対
策
と
し
て
リ
ン
ク
エ

ー
ス
800
～
1000
倍
を
1
週
間
間
隔
で
2
～

3
回
程
度
葉
面
散
布
し
て
下
さ
い
。

病
害
虫
防
除

・
重
要
病
害
虫

　

毎
年
、
多
く
の
圃
場
で
ア
ブ
ラ
ム
シ

や
ア
ザ
ミ
ウ
マ
、
ヨ
ト
ウ
ム
シ
の
発
生

が
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
度
、
多

く
の
圃
場
で
た
ん
そ
病
の
発
生
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。
予
防
的
な
薬
剤
散
布
を

心
掛
け
て
下
さ
い
。

土
ぶ
せ
栽
培

最
低
気
温
で
14
℃
以
上
な
い
と
一
斉

着
果
で
き
な
い
た
め
、
ト
ン
ネ
ル
の
除

去
は
、
外
気
の
最
低
気
温
が
12
・
5
℃

以
上
に
な
っ
て
か
ら
に
し
て
下
さ
い
。

（
例
年
は
5
月
20
日
頃
）

ト
ン
ネ
ル
の
除
去
後
は
、
黄
体
や
変

形
果
の
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
、
目
で

見
え
る
雌
花
は
除
去
し
て
下
さ
い
。
ま

た
、
ツ
ル
の
整
理
後
2
日
以
内
に
た
ん

そ
病
予
防
の
た
め
薬
剤
散
布
を
行
っ
て

下
さ
い
。

〈
ス
イ
カ
栽
培
者
の
み
な
さ
ま
へ
〉

試
し
切
り
の
実
施

Ｊ
Ａ
で
試
し
切
り
を
実
施
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。
試
し
切
り
実
施
に
ご
理
解
、

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。
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●
寒
小
菊

挿
し
穂
は
高
い
節
位
で
取
る
と
分
枝

し
て
い
き
ま
す
の
で
、
低
い
位
置
で
採

れ
る
よ
う
に
親
株
の
刈
り
込
み
を
行
っ

て
下
さ
い
。
ま
た
、
発
生
し
て
き
た
芽

に
病
害
虫
が
付
か
な
い
よ
う
に
注
意
し

て
下
さ
い
。

●
７
～
８
月
咲
き
小
菊

定
植
も
終
わ
り
、
ピ
ン
チ
の
時
期
に

な
っ
て
き
ま
す
。
ピ
ン
チ
は
基
本
的
に

活
着
後
（
定
植
後
10
～
15
日
位
）
に
行

い
ま
す
。
ピ
ン
チ
の
時
期
は
開
花
時
期

に
も
影
響
し
ま
す
の
で
、
遅
く
な
ら
な

い
よ
う
に
行
っ
て
下
さ
い
。（
で
き
る
だ

け
揃
っ
た
芽
を
残
す
よ
う
に
行
っ
て
下

さ
い
）

ま
た
、
病
害
虫
の
発
生
に
注
意
し
て

初
期
防
除
に
努
め
て
下
さ
い
。

●
ス
タ
ー
チ
ス

光
線
が
強
く
な
り
気
温
も
上
昇
し
て

く
る
た
め
、
草
勢
の
低
下
や
色
の
退
色

（
色
ボ
ケ
）が
出
や
す
く
な
り
ま
す
の
で
、

ネ
ッ
ト
や
遮
光
資
材
を
用
い
て
遮
光
を

行
う
と
と
も
に
、
ハ
ウ
ス
内
の
換
気
に

努
め
て
下
さ
い
。

ま
た
、
採
花
を
続
け
て
行
う
圃
場
に

つ
い
て
は
、
施
肥
・
潅
水
管
理
、
病
害

虫
の
防
除
を
徹
底
し
て
下
さ
い
。

出
荷
調
整
作
業
に
つ
い
て
も
、
ム
レ

等
に
注
意
し
て
行
っ
て
下
さ
い
。

●
カ
ス
ミ
草

開
花
ス
ピ
ー
ド
が
早
い
た
め
、
採
花

遅
れ
の
無
い
よ
う
に
適
期
収
穫
に
努
め

て
下
さ
い
。

ま
た
、
ス
リ
ッ
プ
ス
、
ダ
ニ
類
等
の

病
害
虫
が
発
生
し
や
す
く
な
る
た
め
、

注
意
し
て
下
さ
い
。

●
花
き
類
全
般

気
温
の
上
昇
に
伴
い
、
潅
水
量
を
増

や
し
、
換
気
を
十
分
に
行
っ
て
下
さ
い
。

特
に
花
弁
の
し
み
に
注
意
し
、
コ
ナ

ジ
ラ
ミ
・
ダ
ニ
類
・
ア
ザ
ミ
ウ
マ
・
ア

ブ
ラ
ム
シ
等
の
予
防
散
布
に
努
め
て
下

さ
い
。

収
穫
後
の
倉
庫
内
作
業
に
つ
い
て
も
、

ム
レ
等
が
発
生
し
や
す
い
状
況
で
す
の

で
、
注
意
し
て
下
さ
い
。

花
き
類

着
果
棒
の
入
力
に
つ
い
て

旧
み
な
べ
い
な
み
の
生
産
者
は
Ｏ
Ｃ

Ｒ
用
紙
又
は
パ
ソ
コ
ン
で
の
入
力
と
な

り
ま
す
。
Ｏ
Ｃ
Ｒ
用
紙
が
手
元
に
な
い

方
は
、
各
支
店
・
出
張
所
又
は
営
農
販

売
セ
ン
タ
ー
の
端
末
よ
り
出
力
し
て
下

さ
い
。

旧
紀
州
中
央
の
生
産
者
は
今
ま
で
通

り
の
方
法
で
Ｊ
Ａ
ま
で
連
絡
し
て
下
さ

い
。ま

た
着
果
棒
報
告
後
、
天
候
や
病
害

虫
に
よ
り
数
量
の
変
更
が
あ
っ
た
場
合

は
、
速
や
か
に
営
農
販
売
セ
ン
タ
ー
ま

で
ご
報
告
下
さ
い
。

●
え
ん
ど
う
類

〇
う
す
い

気
温
が
高
く
な
り
、
収
穫
が
遅
れ
な

い
よ
う
適
期
収
穫
に
努
め
、
圃
場
が
乾

燥
し
て
い
る
場
合
は
、
こ
ま
め
に
潅
水

を
実
施
し
、
草
勢
維
持
に
努
め
て
下
さ

い
。

〇
き
ぬ
さ
や

収
穫
を
終
了
し
た
圃
場
は
速
や
か
に

残
渣
処
理
を
実
施
し
て
下
さ
い
。ま
た
、

栽
培
園
地
周
辺
の
除
草
作
業
も
徹
底
し

て
下
さ
い
。

〇
イ
ン
ゲ
ン

ハ
ウ
ス
栽
培
で
は
収
穫
時
期
を
迎
え

ま
す
が
、
主
力
品
種
の
キ
セ
ラ
は
、
肥

料
と
水
を
切
ら
さ
な
い
よ
う
、
こ
ま
め

に
管
理
を
行
っ
て
下
さ
い
。

発
芽
を
確
認
後
、
キ
セ
ラ
で
は
1
本

仕
立
て
栽
培
に
努
め
て
下
さ
い
。
キ
セ

ラ
は
樹
勢
が
よ
い
た
め
、
株
間
等
が
狭

い
場
合
は
混
み
す
ぎ
に
な
り
、
葉
か
き

等
の
作
業
が
困
難
に
な
り
ま
す
。ま
た
、

内
部
の
サ
ヤ
に
光
が
当
た
ら
ず
、
不
良

サ
ヤ
が
多
く
発
生
す
る
恐
れ
も
あ
る
の

で
、
1
本
仕
立
て
栽
培
が
お
す
す
め
で

す
。


